
第 16回日本経カテーテル心臓弁治療学会学術集会（JTVT2026） 

コメディカル・メディカル合同セッション 

症例提示施設 募集のご案内 

 

■ セッション概要 

 

本学会では、コメディカルとメディカルが一体となり、緊急 TAVI・緊急 M-TEERをテーマとした

ハートチームセッションを企画しています。各セッションでは 2施設から実症例をご提示いただ

き、その症例に対して参加チームとのライブディスカッションを行います。実症例の提示・解説を

担っていただける施設・先生方を広く公募いたします。 

 

■ 各セッションの募集内容 

 

【セッション①】Heart Team Session：緊急 TAVI 

 

・ 緊急 TAVIの実症例をお持ちで、症例提示・解説をしていただける医師の先生 

・ 自施設のアプローチ・工夫・困難症例への対応を全国の参加者と共有したい方 

・ メディカルスタッフメンバーと連携した症例提示が可能な施設（臨床検査技師・診療放射線技師・看護

師・臨床工学技士など） 

 

［提示症例の例］ 

・ 重症 AS＋急性心不全・心原性ショック状態での緊急 TAVI 

・ 循環補助（IABP・V-A ECMO）導入下での緊急 TAVI 

・ 限られた術前評価・情報でデバイス選択を行った症例 

・ 各職種の緊急時役割分担・初動フローが明確に示せる症例 

 

募集施設数：2施設程度 

 

【セッション②】Heart Team Session：緊急 M-TEER 

 

・ 緊急 M-TEERまたは急性期重症 MRへの対応実症例をお持ちで、症例提示・解説をしていただける医師

の先生 

・ 自施設のアプローチや困難症例への対応を全国の参加者と共有したい方 

・ メディカルスタッフメンバーと連携した症例提示が可能な施設（臨床検査技師・診療放射線技師・看護

師・臨床工学技士など） 

 

［提示症例の例］ 

・ 急性心不全を伴う重症 MR（乳頭筋断裂・腱索断裂）への緊急 M-TEER 

・ IABP・V-A ECMO管理下での緊急 M-TEER 

・ 緊急 TEEによるデバイス適応判断・弁尖把持の可否評価を行った症例 



・ 術中スタッフの多職種連携・急変対応が際立った症例 

 

募集施設数：2施設程度 

 

■ 発表形式・依頼事項（共通） 

 

▶ 発表形式 

 

・ スライドによる症例提示（25分：提示 15分＋ディスカッション 10分） 

・ 発表の流れ：医師が症例提示 → メディカルスタッフが各職種の対応・評価を提示 → 会場全体でアプロ

ーチをディスカッション 

・ 発表後は参加チームや会場とのライブディスカッションをしていただきます。 

 

▶ 症例提示施設への依頼事項 

 

医師パート 患者背景・緊急判断に至った経緯・術中経過・転帰 

コメディカルパート 
各職種（臨床検査技師・診療放射線技師・看護師・臨床工学技士）の具体

的な動き・判断・工夫・困ったこと 

ディスカッション素材 「他施設ならどうする？」を引き出す論点を 1〜2点ご準備ください 

 

■ 申し込み方法（TAVI・M-TEER 共通） 

 

申込方法 学会公式ウェブサイトの参加登録フォームよりお申し込みください 

締 切 2026年 4月 24日（金）（採択通知：2026年 5月末予定） 

問合せ先 jtvt2026-submission@uproses.co.jp 

 

▶ 申し込み時に「抄録」欄にご記入いただく内容 

 

・ 施設名・発表者の氏名・職種 

・ 希望セッション（緊急 TAVI ／ 緊急 M-TEER） 

・ 提示予定症例の概要（3〜5行程度） 

・ メディカルスタッフ参加予定職種・人数 

・ 発表において特に伝えたいこと・問題意識（任意） 

 

JTVT 2026 組織委員会 / コメディカルセッション委員会 


